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平成29年12月橋本市議会定例会会議録（第５号）その５ 

平成29年12月７日（木） 

  

日程第23 議案第１号 平成29年度橋本市一

般会計補正予算（第６号）につ

いて 

○議長（岡 弘悟君）日程第23 議案第１号 

平成29年度橋本市一般会計補正予算（第６号）

について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 便宜、補正予算説明書により、歳出から款

別に行います。 

 補正予算説明書の平成29年度一般会計補正

予算（第６号）の14ページをお開きください。 

 まず、１款議会費、14ページから15ページ、

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ないようですので、次

に、２款、総務費、14ページから19ページま

で、質疑ありませんか。 

 18番 土井君。 

○18番（土井裕美子君）17ページの0301人権

対策に要する経費の需用費修繕費です。128

万1,000円が上がっております。これは人権男

女共同推進室を、今、保健福祉センターにあ

ると思うんですが、そちらのほうを本庁２階

の会議室に移動して、なおかつ、そこを工事

費として上がっていると思うんですが、この

人権男女共同推進室は、以前は本庁にあった

んですね。昨年、保健福祉センターに移動し

て、やっとその移動したことの周知が市民の

皆さまに届いてきたかなと思っております。

なおかつ、今、女性電話相談も始められまし

て、保健福祉センターのほうで順調に開催さ

れているのかなというふうに思うんですが、

なぜ新年度から、またもとの本庁のほうに場

所を移転されるのかというご説明をいただき

たいと思います。 

  

それと、この財源内訳で、何をどのような形

で修繕されるのかというご説明をお願いいた

します。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）お答えします。

まず、なぜ今回、健康福祉センターのほうか

ら戻ってくるのかという理由でございますけ

ども、現在、健康福祉センターの、以前、幼

保一元化整備室、これが入っていた部屋と隣

の相談室、今、この２室を利用して人権推進

室のほうは運営をしております。移転当初、

人権相談等、これがあった場合、隣接する相

談室において対応しておったということなん

ですけども、本年４月から、今、議員からも

ご指摘があったように、女性電話相談、これ

を行っております。これを行っていることに

よって、この女性電話相談を運営している時

間帯に、人権相談等で来られた方々について

は、急遽、別の相談室、これについて探して

対応していたということでございます。 

 今回、本庁の２階の会議室Ｂ、これについ

ては、今、言われたような、以前、財政課が

使っていた部屋でございますけども、これを

間仕切りにすることによって、相談室２室を

確保することによって、相談に訪れた市民の

方々にすぐ対応できるのではないかなと考え

ております。 

 また、同じ部屋に職員がいることにより、

女性電話相談員の方々の負担ということにつ

いても大きく軽減されるのではないかなと考

えております。 

 あと、もう一つの質問の修繕内容なんです

けども、これについては、今の部屋を間仕切

り２室するための間仕切りが約24.9㎡、石こ

うボード等が49.8㎡、あと、これ、入り口に
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なるんですけども、木製の建具３箇所、あと、

コンセント等の電気工事一式となっておりま

す。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）18番 土井君。 

○18番（土井裕美子君）理由はよくわかった

んですが、その中で、本庁から保健福祉セン

ターのほうに移りまして１年たったわけです

から、やっと保健福祉センターの場所も定着

してというか、市民の方にも知れ渡ってきた

ところでの、またもとに戻すということでご

ざいますので、理由はわかるんですが、その

辺のところの市民の皆さまに向けての周知を

徹底していただきたいということと、それと、

人権とか、それから、女性相談の電話という

ことですので、なかなかプライバシーの観点

からも、やっぱり音が外にもれないというこ

とであるとか、顔をさすというんですかね、

相談に訪れた方が静かに入っていきたいなと

いう部分があろうかと思いますが、石こうボ

ードで密室にされるということでございます

が、それは声が外にもれたりであるとか、電

話相談の音が全部相談室のほうにもれたりで

すとか、そういうことはないような措置をき

っちりやっていただけるのかということ。 

 それと、もう一つ、広さ的に、元財政課の

入っているところに、結局三つのブースがで

きるということになろうかと思うんです。女

性電話相談コーナーと、それから相談室と、

そして、日常の業務をされている部屋という

三つのブースになろうかと思うんですが、そ

の辺の面積というか、居住スペースというか、

移住スペースというか、スペース的には問題

がないのかという点を考慮されての移動を考

えられたのかという点の、その辺の三つをち

ょっとお教えいただけますでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活長。 

○市民生活部長（田中忠男君）確かに、健康

福祉センターのほうへ移転して、２年でまた

本庁へ戻ってくるということで、市民の方々

にやっと周知された中で、再度、移転に対し

ての周知をしていかんなんということについ

ては、確かにそういうマイナスの部分はある

かと思いますが、今回、こういう形で相談室

を２室設置させていただいて、相談室の体制

といいますか、環境の整備、また今後も体制

の強化も図っていく必要があるんですけども、

やはりそれらを考えて、今回、こういう形で

計上させていただいております。 

 議員言われるように、市民の方々への移転

の周知、これについては広報等でも徹底して

やっていきたいと考えております。 

 あと、声の問題ということでいただいたん

ですけど、上部部分についてはあいておりま

す。声についてはもれるということはござい

ます。 

 あと、広さということなんですけども、広

さについては、電話相談室が柱芯間、約2.9

ｍ、あと、人権相談についても約2.9ｍを確保

しておりますので、部屋の広さとしては十分

対応できるのかなと考えております。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）今回、いろんな事情が

あってこっちへ変わってくるということなん

ですけども、向こうへ行っていろんな不都合

があった。また、こっちへ変わってくる。大

変財政状況が厳しい中で128万円という予算

が上がってきとるんですけども、これで、今

後、ここのところで何か問題があったらまた

どこかへ変わるんかと。将来に向けてここの

２階で、今回改装したところでやり切るんや

ということじゃないと、またどろ変わるとな

ってきたら、この128万円は無駄になってくる

わけでしょう。本来は、当初向こうへ行くと

きにきちっとしとかなあかんわけや。そうで
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しょう。本庁にあったやつが向こうへ変わる

というふうになれば、変わったところでやる

んやったら、どういうもんをつくっていかな

あかんということをきちっと押さえた中で向

こうへ変わらなあかんわけでしょう。ほんで、

向こうへ変わって不都合があったら、すぐに

こっちへ変わってくる。金ないと言いながら、

128万円使うと。ほんで、今度問題起こったら

どないするんですか。また変わるんですか、

どこかへ。行き当たりばったりの行政しとる

からこういうことになるわけですわ。そうで

しょう。 

 金ないんやったら、もっときちっと計画を

持って、無駄な金を使わんようにしたらどう

ですか。今回の引っ越しのお金が無駄になら

んように、そうでしょう。問題は出てこんよ

うに、今、答弁いただいたことでも、一応、

声がもれへんということで天井あいとると、

上あいとるわけでしょう。これが上あいとっ

て、いろんな話がもれて、市民の方から、相

談者の方から、こんなもんあかんやないかと

いう話が出てきたらどないするんや。そうい

うことも考えた中で、同じやるんやったらち

ゃんとしたものをつくってやらなあかんでし

ょう。そこらいっぺん考え、ちょっと聞かせ

てください。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活長。 

○市民生活部長（田中忠男君）今回、本庁の

ほうへ戻ってくることによって、今後、再度、

また変更というんですか、また移転というこ

とについては考えておりません。以前、本庁

のあったところについては、狭い部屋で、相

談室もないようなところでございました。今

回、新たに、電話相談も含めて二つの相談室

を設置していただけることになると思います。

これによって、今後、スペース的な問題でま

た再度移転ということはないと考えておりま

す。 

 あと、声がもれるということについてなん

ですけども、これについては、職員について

は当然、守秘義務もございます。また、女性

電話相談員の方々についても、当然、守秘義

務を持って対応していただいておりますので、

廊下への声のもれというのは、廊下側はガラ

スなんですけども、ほとんど声はもれること

はございませんし、その辺については守秘義

務の中で対応していただくということで問題

ないと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活長、20番議員

が言っているのは、声の問題だけではなくて、

ほかの問題が起こったときの計画性をきっち

りと立てて、今回は何が起こっても戻らない

かという話をされているので、その声の問題

とかは今ある問題。ただ、ほかに問題が起こ

らないようにきっちりとした計画性を立てて

やっていかれるんですかという質問なので、

その辺を答えてください。 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）スペース的な

ものについての問題については、今後、ない

と考えております。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君。 

○17番（井上勝彦君）部長、本庁へ人権推進

室がまた戻ってくる。戻ってきて部屋をつく

って、もともと本庁へ戻ってくるのはええと

思うんやで。今、言われているのは、女性の

相談室とかそういったものについては、スペ

ースがないので狭いんと違うかいと。そうい

うことについては、私、思うのに、やっぱり

人権推進室というのは、出先に４館の文化セ

ンター、立派なセンターがあるわけで、そう

いう中身については、本庁へ別に相談室とい

うんか、相談に来なあかんということじゃな

くて、やっぱり文化センターに職員を配置し

とんのやさかいに、その四つの文化センター

というのは部屋もかなりスペースもあるし、
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するんで、そういうところへやっぱり女性と

か障がい者とか高齢者とか、そういった者に

ついての相談というものを、結局、各部屋に、

そして、その今、つくっている部屋について

は、そこで何もかもやるといったって、無理

な話やと思うで。 

 そやさかいに、そこのところを内容的にち

ゃんと、人権推進室というんか、そこできち

んと議論というか、本庁のほうで議論して、

そして、有効にそういうところを啓発という

んか、相談室ということで、今までみたいに

もっと充実させていくというかな、そういう

のをやっぱりやっていきゃ、近くへ、それぞ

れのセンターに相談して、内緒でというか、

秘密というんかそういったことも、部屋もち

ゃんとあるんで、できるんと違うんかいなと

思うんやけど、そういうのをやっぱり検討す

る必要があるんと違いますか。部屋をこっち

に持ってくるというんやったら。 

 そこでといったらなかなか対応できやんと

思うんやけども、一応、一つの提案として、

部屋をこっちに移すにあたって、で、こっち

に移ってくるということも、私はええと思っ

とんのやで、本庁へ置くということは。そう

いう意味も含めて、なお充実をさせていくと

いう意味で、そういうことで考えていただけ

たらと思います。 

 以上。答弁は要りません。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 １番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）ちょっとお伺いします。

今の部屋で相談する方が来る場面もあるんで

すか。電話相談もあるとは伺っているんです

けども、本人が来て、ここで話をすることも

あるんですか。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活長。 

○市民生活部長（田中忠男君）直接来庁され

て相談される方もおりますし、電話もござい

ます。 

○議長（岡 弘悟君）１番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）そうだとすれば、やっ

ぱりこういう相談に来る人は非常に微妙な相

談に来られると思いますので、心を開いて何

でも思ったことを言えるような環境をつくる

ということが大事なんで、天井があいとると

か、それはやっぱり具合悪いと思うんです。

本当のめざした機能を果たせないと思うんで、

またちょっとお金が要るかもわからないです

けども、やる限りには十分安心して話をして

もらえるような環境を整えていただきたいと

思います。いかがですか。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活長。 

○市民生活部長（田中忠男君）やはり人権相

談に来られる方というのは、相当思い悩んだ

上、決断されて、市役所、公共関係のほうへ

相談に来られていると思います。やはりそう

いう方にとって、相談のしやすい雰囲気、体

制というのはとっていく必要がございます。 

 今、議員に提案いただいたように、声の問

題、これについては予算の関係もございます。

今回、上げさせていただいた中で対応できる

のかどうか、検討していきたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 ８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）今と同じ問題で、また

違うんですけど、今、使われている人権対策

室は、移動した後はどういうふうな使われ方

をするんでしょうか。保健福祉センターの中

の。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）保健福祉セン

ター、当初の計画ではあの部分、会議室とい

う位置づけでございましたので、現時点では

会議室として使用していくことを予定してお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ないようですので、次

に、３款、民生費、４款、衛生費、20ページ

から29ページまで、質疑ありませんか。 

 10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）21ページ、1047障がい

者自立支援給付に要する経費ですが、利用者

の方が当初より増えたということであります

が、どれだけの利用者を見込んでおったのか。

また、どれだけの増加を見込まれているのか。

その点、よろしくお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）実は、これ、

給付金、障がい者自立給付に要する経費の部

分で、この見込みの推計の仕方なんですけれ

ども、利用者推計ではなく実績値。わかるの

が９月、10月時点までの実績値でございまし

て、この実績値をもとに、障がい者の方々へ

の給付というのはそんなに時期によって変動

はないものですから、同じ程度給付されるだ

ろうということで推計して、現予算との差額

を補正でお願いしているということでござい

ます。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 ８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）21ページの保健福祉セ

ンター管理に要する経費で、修繕料18万9,000

円ってあるんですけれども、これはどこの修

繕をされるんでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）この18万9,000

円につきましては、エレベーターのバッテリ

ー交換を予定しております。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 18番 土井君。 

○18番（土井裕美子君）25ページの1135学童

保育に要する経費の委託料のあやの台地区学

童保育所建設工事設計委託料。あやの台地区

は人口も増加しておりまして、実際、学童も、

今、満員でということはお聞きしております

が、現在の学童保育所を利用している人数を

お教えいただきたいということと、それと、

この予算の説明資料の中で第３学童建設とい

うふうに明記されていらっしゃいますが、今

現在、あやの台には学童専用施設が一つ、第

１学童として建っておりますが、今、第２学

童と呼ばれて使用されている部分については、

学校施設内を間借りしているという状況でご

ざいますので、今度、新しく一つ専用施設を

建てていただくということになれば、こちら

のほうが第２学童ということになるのではな

いかなというふうには思うんですが、その辺

のところについてはどのような認識をお持ち

なのでしょうか。 

 というのが、学童というふうに正式に名前

をつけることになりますと、学童保育所の設

備のガイドラインに沿ったような形で居住ス

ペースというか、水道設備であるとか、そう

いう設備が必要であるというふうに認識をし

ておりますので、その辺のところについても

ちょっとご説明をお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）ただ今のご質問に

お答えをいたします。 

 現在、あやの台地区の学童につきましては、

12月１日付けで91名となってございます。支

援の１単位当たりとして40名から50名という

ことになりますので、現在で満杯というよう

な状況になってございます。現在は議員おた

だしのとおり、専用施設１施設、それから、

教育の空き教室が１施設となってございます。 

 市の基本的な方針としましては、空き教室

を利用して学童保育を実施していくという考

えでございますが、あやの台小学校につきま

しては児童数もかなり増えておりますし、空

き教室がないということで、学校長との協議
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等を重ねまして、新たに施設を設置するとい

うことで計画をしてございます。現在の専用

施設１、それから、教室につきましてもその

まま引き続き利用させていただき、新たにも

う一施設をつけるというこういう計画になっ

てございます。 

○議長（岡 弘悟君）18番 土井君。 

○18番（土井裕美子君）ありがとうございま

す。本当にありがたいお話で、橋本市として

やはり女性が働きやすい環境をつくるために

は、やっぱり学童保育の充実というのはなく

てはならないものでございますので、限られ

た財政の中からこのように予算をつけていた

だくということは大変ありがたいことでござ

いますけれども、もう一点、学童保育所の建

設される予定の場所を一つ教えていただきた

いということ。 

 それから、せっかく施設を建てるのですか

ら、今、建っている施設の中でいろんな問題

点が生じていることもあろうかと思いますし、

現在、学童保育所の中で従事されている指導

員の先生方のご意見等をしっかりと反映した

中で、この予算をしっかりと使っていってい

ただいて、よりよい施設内容にしていただき

たいと思いますので、建設等にあたりまして

は、場所のことも含めまして、もちろん学校

の施設内に建てるわけですから学校長の許可

等も必要かと思いますけれども、その辺のと

ころ、行政内部だけで設計して考えて、これ

でええやろうということではなくて、現在、

使っていらっしゃる指導員の先生方の使い勝

手のいいように、子どもたちが快適に生活し

やすいような形の詳細設計等をしていただき

たいと思いますので、その辺の考え方につい

てお答えいただきたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）まず、設置の場所

でございますが、あやの台小学校の南側に予

定をしております。現在の学童保育所よりま

だ二、三十ｍ南側になる、現在、職員の駐車

場として利用しておりますところに建ててい

きたいと考えてございます。 

 学童保育所の指導員等との協議につきまし

ては十分協議させていただきまして、安全面、

それから快適に利用いただけるように、十分、

協議をしてまいりたいと考えていますので、

よろしくお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）あと一点、同じく25ペ

ージ、1108保育所総務に要する経費なんです

が、保育士さんの処遇改善の部分も入ってお

るようですので、どれだけの処遇改善をされ

るのか、具体的にわかれば教えていただけれ

ばと思います。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）この処遇改善

でございますけれども、今回の処遇改善加算

というのが、国の施策として設置されたもの

でございまして、内容の概要ですけれども、

この仕事についてから３年目と７年目の職員

に対しまして、月額、限度額がございます、

７年目で４万円、それと、入所３年目で5,000

円を限度として加算していく。当然、研修等

を受講していただくという条件はございます

けれども、そういうふうな制度でございます。

で。 

 この今あるご指摘の保育所総務に要する経

費、1,184万8,000円のうちにその部分が含ま

れておるわけですけれども、この分について

ちょっと内訳的な資料を今、持ち合わせてお

りませんので、幾らかというのがちょっとわ

かりかねますけれども、この考え方は保育関

係全般にわたってございまして、各所に所要

の補正をいたしております。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ないようですので、次

に、６款、農林水産業費、７款、商工費、30

ページから35ページまで、質疑ありませんか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）35ページです。中ほど、

観光費委託料です。広域パンフレット作成委

託料なんですが、どのような工夫がされてい

るパンフレットなのか、何部印刷をされるの

か、インバウンド向けと国内あるいは日本語

表記と、どのような工夫がそれぞれされてい

るのか、外国人向けの観光視点は盛り込まれ

ているのか、当然リサーチはされているのか、

五点ほど質問をさせていただきました。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）この広域のパ

ンフレットの作成委託料に関しましては、Ｄ

ＭＯのエリア内の観光パンフレットを作成し

ていくためのものでございます。橋本市とか

つらぎ町でそれぞれ100万円を出しまして、こ

れは地域連携の地方創生推進交付金を活用し

まして、橋本市、かつらぎ町それぞれに地方

創生交付金が入るようになっております。 

 橋本市とかつらぎ町のエリアを中心とした

観光パンフレットを作成していきます。ター

ゲットとしては関西圏の国内旅行者、高野山

を目的に訪れる訪日外国人の観光客となりま

す。印刷部数については２万部。日本語版が

１万部、英語版が１万部の予定でございます。

内容については、これからいろいろ決めてい

きたいというふうに考えておるところでござ

います。 

 主な配付先としましては、日本語版は南海

電鉄の主要な駅、伊都郡、橋本市、南大阪エ

リアの道の駅、わかやま紀州館、これは東京

ですね。和歌山県の東京事務所、有楽町にあ

ります全国観光ＰＲブース、ＮＥＸＣＯ西日

本のサービスエリア、パーキングエリア、こ

ういったところ。あと、ＪＲ西日本の主要な

駅、それと、関西国際空港、こういったとこ

ろも考えております。 

 英語版につきましては、同じように南海電

鉄の主要な駅、特に、外国人がたくさんおら

ます新今宮駅、なんば駅、関空の駅。それと、

エリア近郊のゲストハウス、関西国際空港、

ＪＲ西日本駅、これは主に関空と日根野、和

歌山駅を考えております。 

 あとは、当然、イベントなんかに持参して、

こういったものをしっかりＰＲしていきたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（岡 弘悟君）リサーチをどういうふ

うにされたかという。 

○５番（坂口親宏君）まだ幾つかあります。

指摘してよろしいでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）内容については全部記

述はしとるんですけども、ただ、今、経済推

進部長の答弁によると、内容についてはこれ

からという話ですよね。つまり、外国人向け

の工夫だとか、外国人向けと日本人向けはど

うなっているんかという指摘をされても、今、

恐らく答えが出ない。これから作成するとい

うことなので、それについては答弁もれでは

なくて、唯一、この中で、今答弁もれと言え

るのはリサーチをするかどうかという点であ

りますので、その一点については答弁もれと

して答えていただきます。 

 経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）配付先を報告

させていただいたんですが、当然、この配付

につきましては、特に外国人が多いところに

ついてリサーチさせていただいた内容でござ

います。関西圏でも、関西エリアを中心に、

和歌山のほうに来ていただけるような箇所に

このパンフレットが設置していくということ
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で、これは県や東京事務所なんからといろい

ろお話させていただいた中で、リサーチでき

たものだというふうに考えておるところでご

ざいます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。期待しております。広域パンフレットの

作成委託料、これ、私、以前、一般質問でも

させていただきましたが、観光アプリという

ものを導入しておれば、多言語表記というの

が随分、可能であったと思うんですけれども、

低い単価から高額なアプリの作成料まである

んですが、恐らく100万円等かからなかったん

じゃないかと思います。 

 非常に大事なのは、今回のＤＭＯでも視点

を挙げておりますインバウンドの誘客ですね。

外国人向けの観光視点というのは非常に大切

なリサーチになりますので、これから作成を

するというふうにおっしゃっているんですけ

れども、リサーチであったりとか、その方法

についてはお尋ねしてよろしいでしょうか。

どのようにされるのか。これ、以前に一般質

問でも、推進部長はおやりになるというふう

にお約束をされて議事録にも載っているんで

すけれども、実際に外国人向けの観光視点と

いうのはどのようなリサーチをおやりになる

のか。方策についてお尋ねしてよろしいです

か。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）現在、その業

務に関しましては専門業者のほうに委託しま

して、橋本市、高野山、伊都管内に、どうい

った方がどういう目的で来られておるか、そ

ういった調査を今現在しておるところでござ

います。年度内中には、そういった内容につ

いてはまとまってこようかと思います。 

○議長（岡 弘悟君）２番 石橋君。 

○２番（石橋英和君）今の件で一つ。日本語

とあと英語でということなんですけど、外国

に関して英語以外、必要なのじゃないかなと

いうあたしの検討がなされたのか。でも、検

討の結果、やっぱり英語でいこうという、そ

の辺のいきさつをちょっとご説明いただきた

いと思います。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）多言語という

ことで非常に悩んだ部分であるんですが、観

光客として訪れられる方、いろんな国の方が

おられるんですが、かなりの方がやはり英語

がある程度しゃべられるということがわかっ

てまいりました。そういうことで、いろんな

言語のパンフレットをつくるのが一番理想な

んですが、最近よく来られる中国人なんかも、

英語はしゃべれますということを言われる方

が非常に多いので、まずは英語版を作成して

いきたいと思っております。 

 目的によっては、そこを抜粋して１枚のペ

ーパーで中国語に変えて、直接、その方とい

ろいろお話をするツールにさせていただく、

そういうことは検討していきたいというふう

に思っております。 

○議長（岡 弘悟君）ほかに。 

 15番 中本君。 

○15番（中本正人君）33ページの2125ふるさ

と橋本応援寄附金でお聞きしますけども、一

応、これ、記念品として880万円と出ています

けども、これで二点ほどお聞きしたいのは、

寄附金がこれまで総額幾らになるんか。そし

て、この880万円というと、これ、何名の方に

お送りするのか、その二点だけお伺いします。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）少し現状のふ

るさと納税の内容を報告させていただきます

と、29年の11月30日現在で5,595件の寄附をい

ただいて、既に入金させていただいておる金

額が8,508万9,001円となっております。同じ
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時期の去年と比較しますと、125％、25％増え

ております。そういったことから、今回、歳

入の部分でも、１億円の当初予算を2,000万円

増やさせていただいて、１億2,000万円を目標

にしております。 

 そういった関係から、お礼品としての記念

品代であったり、送料であったり、それぞれ

のエージェントさんの手数料、こういった部

分について補正させていただいておるところ

でございます。最終の件数につきましては、

前年度より125％ぐらい増えてこようかと思

っておるんですが、最終的には、今の時点で

は、この目標に、１億2000万円の目標に向か

って取り組んでおるところでございます。 

○議長（岡 弘悟君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）そしたら、今現在で、

本市の記念品でナンバースリーというのはど

んなものがあるのか、ちょっと教えてもらえ

ますか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）これは４月か

ら、春からの状況でございますが、やはり一

番多いのが柿の箱詰めの部分でございました。

それと、ブドウ、ブドウは１種類じゃなくし

て、いろんな種類のブドウが非常に人気があ

りました。あと、高野口のパイル織物の関係、

そういったものも人気の商品になっておると

ころでございます。フルーツ関係、ほとんど

上位を占めておるんですが、いろんな組み合

わせによって内容を変えておりますので、季

節のフルーツを盛り合わせした、そういった

ものも非常に人気がありました。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）戻ります。35ページの

13節ＤＭＯの広域パンフレットに戻らせてい

ただきます。ちょっと聞き方が上手じゃない

ので、あんじょう聞いていただきたいんです

けども、もともと賛成反対を言うとるんでは

ないんです。ＤＭＯで議決案件じゃないって、

どこかで経済部長はまずおっしゃっているん

で、この間の５番議員の一般質問で市長は、

ＤＭＯについてこれからもんでいくんでとい

うことで、言うとることはよくわかります。

反対的な否定的な意見でもないということを、

まず聞いといていただきたいのがあるんです、

最初に。 

 聞きたいことは何かというのは、この広域

パンフレット、全然つくるのは反対でもない

し、内容についてもけんけんがくがくやって

いただいたらいいと思います。ただ、この間

からの流れでいうたら、委託先のＤＭＯがや

ることなんで、ここへこの補助金を渡してそ

っちでやっていただいておるんで、別に、市

でこんな質疑応答とか、ここまでせなならん

ことないんと違うんかなというのが、僕、ど

うしても思ってしまうんですけど、そこら辺

がもし勘違いやったら申しわけないですけど、

経済部長の見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）当然、内容に

ついては、委託先になるであろうＤＭＯのほ

うで十分検討いただきたいとは思っておりま

す。ただ、この委託業務は、先ほどお話させ

ていただいたように、国の地方創生の交付金

を、それぞれの自治体に対していただいてお

るものですので、市の委託事業して、市が本

来せねばならない部分を委託するということ

ですので、市の意向はしっかりそのＤＭＯに

は伝えていきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。

ものすごいわかりやすい、すみ分けの切れた

答弁やったんで、今のでちゃんと理解できま

した。 
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 そしたら、再度お伺いするんですけど、多

分、今の答弁やったら無理であろうと思うん

ですけど、経由して直接渡してくれてやって

くれたらええと思うんやけども、今後、これ

をやっていく上で、地域との連携とか、そう

いう議論というのは、ＤＭＯの中でこれから

決めていっていただきたいことというのはわ

かるんやけども、一般常識的に考えて、補助

金をおろしてこれからやっていこうというん

やったら、ある程度の段階を踏んでの説明と

か、こんなふうにやっていこうと思っておる

とかは、やっぱりある程度の情報共有という

のができていないのに、ぽつりぽつりと来ら

れても、なかなか点と点が線で結ばらんので

すわ。だから、そこら辺は、今回、これを上

げてきたことに対しては、別に全然大いに結

構なんですけども、真っすぐいって成長して

いただきたいと思いますし、応援もしたいと

思いますし、また、一市民でもありますから、

地域が発展することには寄与したいと思うん

です。 

 例えば、それたらごめんなさいね、一瞬だ

けなんで、従業員２人をそっちに行かすであ

ったりとか、どこの部分はＤＭＯで決めさす、

どこの部分は市に報告する、どこはもんでい

くという線が全然わからへんので、せっかく

うまいこといかそうという思いを持ってはる

んであれば、市長の思いを花咲かそうという

んであれば、もうちょっとそういう誠心誠意

というのは不足しておるんではないかなと思

うんで、ちょっとそこら辺をお願いいたしま

す。答弁ください。お願いします。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）堀内議員の質問にお答

えをします。 

 確かに、非常にわかりにくい部分があるの

かなというのは認識しています。ただ、ここ

の部分は地方創生の予算を市のほうに入れて、

現状、やはり今使わないと、これは３月いっ

ぱいまでに使わなあかん予算なんで、30年度

からまた同じ予算が来ることになりますので、

その予算はＤＭＯへ行くような形になると思

います。 

 なぜ職員を２人つけたかというのは、市の

意向も反映するために、専任担当ということ

でつけています。次期経済建設委員会のほう

でそういう話があって、一度報告をしてくだ

さいというふうなことになれば報告できるよ

うに、選任担当を２人つけていますので、そ

ういう展開はしていきたいと思っています。 

 ただ、この間、一般質問の件は、まだ、Ｄ

ＭＯがこれから本格的にやっていくときに、

市の議場の意見をＤＭＯに押しつける、ある

いはそれができなかったとき、また議事録を

見て、やってないやないかと言われて、責任

を問われても、それは一つの民間法人があり

ますので、そこが判断することかなというふ

うに考えています。頭から押しつけはいかん

のかなと。非常にいいご意見もいただいてい

ますので、それは市の職員がきちっと、こう

いう話もありましたよということをご提案さ

せていただいて、その中で運営していけばい

いのかな。 

 うちも業務委託とか、そういう観光案内所

を委託するとかってなったときに、予算は議

会のほうでつけていただくことになりますの

で、その都度、経済推進部のほうから、どう

いう状況かと聞いていただければ、回答はで

きると思いますし、いただいた意見を担当職

員に伝えて、理事長のほうに報告をするとい

うことはできますので、そういうふうに、決

して、橋本市がほうり出しているんではなく

て、橋本市の意見も当然、これから新たな観

光振興に取り組んでいくわけですから、ＤＭ

Ｏにも伝えて、その中で結果としていい方向
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に出ればいいんで、そういうふうに地域にお

金を落としていただくような仕組みをしっか

りとつくっていただければなということで、

決して関係ないとは申しておりませんし、そ

のために市に在籍をしてＤＭＯ専任担当とい

うことになりますので、ご理解のほどよろし

くお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 18番 土井君。 

○18番（土井裕美子君）関連でございます。

これは国・県の支出金があって、なおかつふ

るさと応援の基金も繰り入れて広域の多言語

のパンフレットをつくるということなんです

が、ＤＭＯに参加されている団体の中には、

かつらぎ町も出資していただいていると思う

んですけれども、広域のことでございますの

で、特にＤＭＯにはかつらぎ町も出資してと

いうことでございますから、こういうパンフ

レットをつくるときに、他市町村との連携を

して、合算して、よりいいものをつくってい

くというような、そういうふうなことができ

るのかどうかということと、橋本市だけがお

金を国・県からいただいてつくるよりも、そ

のＤＭＯに参加されているかつらぎ町と共同

して、よりよいものをつくるほうがいいので

はないかなと思うんですが、その辺の本市の

動きはどのようになっているのか、かつらぎ

町との連携の面で、その辺をちょっと教えて

ほしいんですけど。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）先ほどもご答

弁させていただいたんですが、今回100万円の

補正を提案させていただいておるんですが、

これは地方創生の交付金をいただいて、この

地方創生の交付金はかつらぎ町との地域連携

交付金としていただいていますので、当然、

かつらぎ町からも同じ額の100万円の申請を

国のほうにしていただいております。そうい

うことで、合わせて200万円、このパンフレッ

ト作成にかけていくことができるんですが、

かつらぎ町にも橋本市にもそれぞれ地方創生

交付金が入るようになっております。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ないようですので、７

款商工費までを終わります。 

 この際、11時20分まで休憩いたします。 

（午前11時３分 休憩） 

                     

（午前11時20分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）先ほど10番議

員からおただしのあった、25ページの事業コ

ードは1108保育所総務に要する経費の中で、

今回新設の処遇改善加算２、これに該当する

のはいくらありますかというお問い合わせが

あったと思います。ちょっとお答えできませ

んでしたけども、この金額につきましては、

このうち681万3,000円が該当してございます。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）８款土木費、９款消防

費、34ページから39ページまで質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）10款 教育費、11款 災

害復旧費、38ページから45ページまで質疑あ

りませんか。 

 ９番 楠本君。 

○９番（楠本知子君）41ページの中学校就学

援助費に要する経費で、今回前倒しで入学前

に支給をしていただけるようになったんで、

すごいありがたいと思います。 

 一つだけ教えてください。いつ頃に対象者
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の方に入金していただけるのか、支給してい

ただけるのか教えてください。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）これは学校を通じ

て支給という形になると思います。学校のほ

うには３月５日前後に支給をさせていただき

ますので、それを通じて中頃までには、保護

者の皆さんの手元には届くかと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 18番 土井君。 

○18番（土井裕美子君）43ページの朝ドラ誘

致に要する経費の記念品代の８万1,000円と

いうのがあるんですけど、多分、これ、市民

決起大会みたいなんを市民会館で開催される

ためのときに渡されるのかなと思うんですが、

これは市民向けに渡されるのですか。この辺

のところをちょっとご説明いただけますか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）今、予定して

おりますのが、前畑秀子の朝ドラ推進用のタ

オルを、当日、この市民大会に参加してくれ

た市民の方に手渡す予定をしております。 

○議長（岡 弘悟君）18番 土井君。 

○18番（土井裕美子君）タオル、見せていた

だいたこともあるんですが、何枚で予定され

ているのか。それから、以前から記念品とし

て、いろいろクリアファイル等、それから、

私も委員の一人でございますので、缶バッジ

等をつくっておりますが、クリアファイルな

んか、多分、いろいろ残っている分があると

思うのですけれども、８万1,000円ですから、

小さい金額といえば金額かもしれませんが、

毎回毎回、何かをするたびにそういった記念

品というのが本当に必要なのかなというふう

にいつも感じておるんですが、その辺のとこ

ろ、その記念品を渡さなければなぜいけない

のか、今回もというのがもしありましたら、

お教えいただきたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）今回、この市

民大会というのは、前畑秀子の朝ドラ誘致を

推進するための最後の大きなイベントと考え

ております。子どもから大人まで寄っていた

だいて、市民の力、そしてその熱意というの

を届けていくというのがこの目的でございま

す。ということで、最後の大会ということも

あって、財源を昨年度、クラウドファンディ

ングしましたので、その財源を充てるととも

に、今現在、実行委員会のほうも補助金を出

しておりますので、それも含めた中でこうい

う記念品を配っていこうと思っていますし、

確かに、クリアファイルもつくったものも、

今現在、何ぼ残っているかというのはちょっ

と私確認はしておりませんが、最後の誘致の

活動が終わるまでそういったものを配布し、

そして、啓発を進めていきたいと。 

 ちなみに、この８万1,000円というのは、１

枚270円で300枚という予算としております。

当日は600人、約640人ぐらい入る会場となっ

ておりますので、足らずの分につきましては、

現行の実行委員会への活動補助金のほうから、

同じようなタオルを配布していきたいという

ふうに思っております。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）関連の質問になって恐

縮です。同じところなんですけれども、朝ド

ラ誘致のお話なんですが、先ほど同僚議員か

ら質問がありました記念品代、大変結構だと

思います。来ていただいた皆さまには、記念

のお品をお配りするのは結構なんですが、１

月21日のポスターなんですけれど、これ、コ

ピーですけれども、記念品は結構なんですが、

大抽選会、大会最後に豪華賞品が当たるよと



－219－ 

いうこの商品というのは、やはり記念品代が

充当されるんでしょうか。ここをお尋ねいた

します。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）抽選会と銘打

っているんですけれども、これは基本的に今

までタオルの販売であるとか、ポロシャツの

販売であるとか、前畑グッズというのを販売

しておりまして、その販売の収益をそちらの

ほうに充てていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ちょっとよく意味がわ

からなかったんですが、私がお尋ねしたのは

この豪華賞品なんですけれども、動員をする

のは大変結構だと思うんですけれども、大抽

選会をやるから皆さん来てくださいという、

こういったお願いの仕方というのは、この市

民大会、市民の皆さんの機運を醸成する意味

では、やはり少し適正に欠くような文言かと

思います。このパンフレットを見ましたら、

どなたかいらっしゃるかとか、そういったも

のもまた次、印刷をされるんだろうと思うん

ですけれども、今の部長のご答弁では、私は

理解があまり十分にはできておりませんでし

た。豪華賞品が当たるから来てくださいとい

う文言というのは、部長はどのように思われ

るんでしょうか。この豪華賞品というのは、

実際どんなものなんでしょうか。これで質問

が終わりますので、ご答弁お願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）豪華賞品が当

たるから来てくださいというような意味では

なくて、先ほども申しましたけども、最後の

誘致に向けた決起集会ということですので、

集まっていただきたいと。その中で、商品、

これは抽選会かクイズかわかりませんけども、

そういったことで、結果的にそういうような

景品も出していきたいというふうに考えてお

りまして、どういう景品ということについて

は、今現在は考えているところというのは、

やどり温泉の宿泊券とか、そういうものでご

ざいます。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）関連しているんですけ

ども、販売収益を充てるということなんです

けども、現時点で販売収益というのはどれぐ

らいあるんですか。これは管理は実行委員会

が管理しているんかな。その辺も含めてお願

いします。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）管理について

は、実行委員会のほうで管理をしていただい

ております。現在までの収益というのは、ち

ょっと手元に資料がございませんので、また

後ほど報告をさせていただきます。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 20番 辻本君の質問に対する答弁を保留し、

次の項目に移ります。 

 20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）答弁結構です。実行委

員会に聞きます。 

○議長（岡 弘悟君）歳出を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。 

 ４ページをお開きください。 

 歳入全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）11ページの前畑秀子顕

彰基金繰入の19万円についてお伺いいたしま

す。まず、金額的に、当初、ガバメントクラ

ウドファンディングで集める金額と、相当、

金額と実際の寄附には大きな数字上の乖離が

あったかと思います。これ、以前も岡潔顕彰

基金でもそういう話があったんですけれども、
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目標設定額が実際、高過ぎたのかどうか。間

違っていたらごめんなさいね。というのがま

ず一点。 

 それと、今後も集めていくことから、以前

からも提案させてもらったり、例えば、わか

りにくいというような、市のホームぺージか

らも行けるんですけれどもわかりにくい。他

市なんかではユーチューブとかも使ってお金

を集めようとしている中で、橋本市がすごい

わかりにくいので、今後どのようなことをや

っていくのか。 

 もう１個、あまりにも市全体なんですけれ

ども、クラウドファンディングに関しては、

目標金額と実際の寄附金額に差があったこと

から、運営会社から、橋本市とはもう切れた、

切られたというふうにも聞いておるんですけ

れども、この辺はどのようになっております

か。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）昨年度でクラ

ウドファンディングを行いまして、結果的に、

集まった寄附金というのが19万円弱というこ

とになっております。そのときのちょっと目

標金額というのは、私、記憶はしておりませ

んけども、今年度につきましても、当初予算

の上でも計上をしております。目標金額は200

万円としております。そして、礼品を引いた

額をまた基金に積み立てるという、そういう

ことに今、なっているんですけども、時期と

しましては、この１月21日に市民大会を行い

ますので、その時期に合わせた形で、クラウ

ドファンディングを実施しようというふうに

考えています。 

 おただしのそのクラウドファンディング会

社から、少し目標金額と、実際集まる額に大

きな差異があるのではないのかという、私も

直接は聞いておりませんけどもそういう話が

あるということで、今までは年間契約という

んですかね、をしていたんですが、相手さん

から、これから個々に、その案件ごとに審査

といいますか、していくという、そういうお

話を聞いておりますので、そこらあたりを個

別に、今現在も打ち合わせを進めているとこ

ろでございますので、そのあたりで目標金額

の設定についても、その会社とも相談しなが

ら進めていきたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（岡 弘悟君）今後の対応でホームぺ

ージの件と、あと、今後どうしていくのかと

いうのが答弁もれです。よろしいですかね。 

 総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）議員からは以

前よりユーチューブであるとか、そういうも

のとのリンクというのを言われておりまして、

まだ具体的にはできてはないんですけども、

年明けから、年明けといいますか、次のファ

ンディングに向けて、わかりにくいという部

分もあるかもわかりませんけども、ホームぺ

ージ、それから、実行委員会のホームぺージ、

そのあたりをリンクさせていきたいというふ

うに思っております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）せっかくやるんですか

らやっぱり本気で集めやんと、もっともっと

世間に広がったらお金も集まるかもしれない

というところで、今回、結果が全てですので、

今までの検証を踏まえて今後を考えていかな

ならんと思います。今、ホームぺージからの

誘導という話ですけど、それがやっぱり橋本

市、一番弱いと思うんです。今回、このお金

なんでこれになるんですけれども、それは全

てにおいてなんですけどね。ですから、改め

て確認したいのは、いかにお金を集めるため

に、いかに皆さんから協力をいただくために、

そこをもっともっと具体的に検証、これは失

敗やと私は思っていますので、この失敗事例
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からもっともっと検証していただきたいんで

すけれども、そこは大丈夫ですか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）そのあたりは、

一つは、橋本市のホームぺージへのアクセス

数というのをまずは増やしていただくと。ト

ップページからそちらのほうへ入っていただ

くような工夫というのが必要になってくるん

ですけども、それを今もやっているわけなん

ですけども、ただ、結果的にはなかなか結果

に結びついていないということもあります。 

 ホームぺージ以外に、あとはＳＮＳを、今

まではたしか活用していなかったと思います

ので、そういったＳＮＳからもそちらにリン

クできるような、そういうことはしていきた

いというふうに思いますのと、ユーチューブ

であるとか、そういったところもちょっと、

今後の検討課題とはしながらも、前向きにそ

のあたりは進めていきたいというふうに思っ

ております。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ないようですので、歳

入を終わります。 

 それでは、歳入、歳出全般について行いま

す。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がないようですの

で、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第１号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第１号 平成29年度橋本市一

般会計補正予算（第６号）について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第24 議案第２号 平成29年度橋本市

国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）について 

○議長（岡 弘悟君）日程第24 議案第２号 

平成29年度橋本市国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第２号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 
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 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第２号 平成29年度橋本市国

民健康保険特別会計補正予算（第３号）につ

いて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第25 議案第３号 平成29年度橋本市

公共下水道事業特別会計補正予

算（第２号）について 

○議長（岡 弘悟君）日程第25 議案第３号 

平成29年度橋本市公共下水道事業特別会計補

正予算（第２号）について を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）５ページなんですけど、

使用料が約4,800万円減額になっておるんで

すけれども、このあたりの理由についてお願

いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）上下水道部長。 

○上下水道部長（山口孝次君）お答えいたし

ます。納期の一定している収入は、その収入

の末日の属する年度を会計区分とすることが、

地方自治法施行令第142条第１項にうたわれ

ております。これまで、調定日をもって会計

区分としていたことが誤りであると認識いた

しましたので、３月調定、４月末納期分を次

年度歳入とするため、今年度１カ月分の使用

料収入を減じております。 

 以上でございます。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第３号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第３号 平成29年度橋本市公

共下水道事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第26 議案第４号 平成29年度橋本市

農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号）について 

○議長（岡 弘悟君）日程第26 議案第４号 

平成29年度橋本市農業集落排水事業特別会計

補正予算（第１号）について を議題といた

します。 
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 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第４号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第４号 平成29年度橋本市農

業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第27 議案第５号 平成29年度橋本市

土地区画整理事業特別会計補正

予算（第１号）について 

○議長（岡 弘悟君）日程第27 議案第５号 

平成29年度橋本市土地区画整理事業特別会計

補正予算（第１号）について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第５号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第５号 平成29年度橋本市土

地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第28 議案第６号 平成29年度橋本市

介護保険特別会計補正予算（第

３号）について 

○議長（岡 弘悟君）日程第28 議案第６号 

平成29年度橋本市介護保険特別会計補正予算

（第３号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第６号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第６号 平成29年度橋本市介

護保険特別会計補正予算（第３号）について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第29 議案第７号 平成29年度橋本市

後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）について 

○議長（岡 弘悟君）日程第29 議案第７号 

平成29年度橋本市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）について を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第７号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第７号 平成29年度橋本市後

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第30 議案第８号 平成29年度橋本市

水道事業会計補正予算（第２号）

について 

○議長（岡 弘悟君）日程第30 議案第８号 

平成29年度橋本市水道事業会計補正予算（第

２号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）確認なんですけれども、

今回、債務負担で４月以降の薬品代というこ
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とで上がっております。これ、ほんまに確認

だけなんですけれども、例えば、４月以降で

極端な薬品の値段の変動があった場合という

のは、もちろん先さんとは交渉して、債務負

担なんでいけるっちゃいけるんやけど、その

あたりはどないなっていますか。 

○議長（岡 弘悟君）上下水道部長。 

○上下水道部長（山口孝次君）お答えいたし

ます。今までそのような事例はありませんで

した。が、大きな価格変動があった場合は、

双方協議の上で決めていきたいというふうに

考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第８号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第８号 平成29年度橋本市水

道事業会計補正予算（第２号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

  

                                          

 


